
 
平成２３年１１月４日 

各位 
 会 社 名  株式会社 葵プロモーション 
 代 表 者  代表取締役社長  藤原 次彦 
   （コード番号９６０７ 東証第一部） 
 問 合 せ 先  専務取締役  八重樫 悟 
   ＴＥＬ０３（３７７９）８０００ 

 
業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成２３年５月１６日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

記 
１．連結業績予想の修正 
 
（１）平成２４年３月期第２四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 １株 当 たり四半 期 純利 益 （円 ）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ８，２２０ ６０８ ５６７ ２１３ １８．０２

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ９，０９１ １９１ １７７ ７２ ６．１０

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ８７１ △４１７ △３９０ △１４１ －

増 減 率 １０．６ △６８．６ △６８．８ △６６．２ －

（ご参考）前期実績（平成２３年３月期第２四半期） ７，１１０ ４９４ ３５９ ２００ １６．９５

 
（２）平成２４年３月期通期の業績予想数値の修正（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 （ 円 ）

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １７，８９０ １，３３０ １，２４０ ４７０ ３９．６３

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １９，５００ １，３５０ １，３２０ ５８０ ４８．９１

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） １，６１０ ２０ ８０ １１０ －

増 減 率 ９．０ １．５ ６．５ ２３．４ －

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 （ 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 期 ） １５，９８９ １，４７９ ９５１ ３６０ ３０．４３

 
２．個別業績予想の修正 
 

（１）平成２４年３月期第２四半期累計期間の業績予想数値の修正（平成２３年４月１日～平成２３年９月３０日） 
（単位：百万円、％） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 １株 当 たり四半 期 純利 益 （円 ） 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ５，０４９ ４１９ １９６ １６．６０

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ５，２２６ ３２ ０ ０．０４

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） １７７ △３８７ △１９６  －

増 減 率 ３．５ △９２．４ △１００．０ －

（ご参考）前期実績（平成２３年３月期第２四半期） ４，８９６ ３４３ ４５ ３．８２

 

（２）平成２４年３月期通期の業績予想数値の修正（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日） 
（単位：百万円、％） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 （ 円 ） 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １１，０００ ９１０ ４３０ ３６．２６

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） １２，５００ １，０００ ５００ ４２．１６

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） １，５００ ９０ ７０  －

増 減 率 １３．６ ９．９ １６．３ －

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 （ 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 期 ） １０，８２３ ９９４ １０７ ９．０３

 

 



 

３．業績予想修正の理由 

（１）連結業績予想 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、３月に発生した東日本大震災後に急速に落ち込みましたが、サプ

ライチェーンの復旧に伴い持ち直しの動きを続けています。一方、欧州における財政不安の影響による金融市場、株式市

場の停滞などマイナス要因もあり、不透明感が強い状況にあります。 

わが国経済の動きを反映し、広告需要も厳しい状況が続きましたが、足元は回復の兆しも見えてきております。 

こうした中、グループ全社を挙げた営業体制強化の取り組みの継続により、主力であるＣＭ映像制作関連売上が好調

なことに加え、多様化を続けるメディアに対して、全方位でクライアントのニーズに対応すべく、Ｗｅｂコミュニケーションコン

サルティング事業ではパイオニア的存在である株式会社ビジネス・アーキテクツと、広告セールスプロモーション分野のクリ

エイティブで多くの実績を有する株式会社ティー・ケー・オーを、本年７月１日に子会社化しました。 

加えて、アジアに進出する日系企業の現地マーケットへ向けたＣＭ制作ニーズに対応すべく、成長が著しいインドネシ

アに PT.AOI ASIA INDONESIA を､本年９月に設立しました。 

この結果、平成２３年５月１６日に開示した平成２４年３月期の業績予想（前回予想）に対し、第２四半期連結累計期間に

おいては、売上高は前回予想を上回る見込みです。一方、利益面では、比較的制作原価率の高い映像作品やアプリの

売上増加、本社移転等の効率的オフィス環境整備に伴う一時的費用や上記のような新規事業開発に伴う先行的費用の

支出に加え、本年４月１日に子会社化した株式会社パーゴルフが、震災の影響による雑誌売上、広告売上の一時的な落

ち込み等により赤字を計上したこと等から、前回予想を下回る見込みです。 

続く第３・第４四半期においては、足元の好調な売上状況が維持されると見込まれるとともに、上記のとおり第２四半期よ

り子会社化した２社が期を通じて連結されること等から、通期業績については、売上、利益ともに前回予想を上回る見込み

です。 

 

（２）個別業績予想 

平成２３年５月１６日に開示した平成２４年３月期の業績予想（前回予想）に対し、第２四半期累計期間においては、営業

体制強化の取り組みの継続等により、売上高は前回予想を上回る見込みです。一方、利益面では、比較的制作原価率の

高い映像作品やアプリの売上増加、上記の費用支出が主に当社で発生していること等から、前回予想を下回る見込みで

す。 

続く第３・第４四半期においては、足元の好調な売上状況が維持されると見込まれること等から、通期業績については、

売上、利益ともに前回予想を上回る見込みです。 

 

なお、配当につきましては、平成２３年５月１６日付で公表のとおり、１株当たり年間２０円（中間期７円、期末１３円）とする予定

であります。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々な

要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以上 

 


